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私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩは
ありません。

演題名： 薬剤関連の話題

筆頭演者名： 池田和之

薬剤に関する医療情報セミナー（202５ 年度）
ＣＯＩ開示



本日のお話

◆医療安全と情報システム

◆薬剤関連のトピックス

◆医薬品バーコードの利活用

◆薬剤関連の標準化：用法について

◆薬剤関連のシステムのあるべき姿
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医療安全と情報システム
医療事故情報収集等事業 医療安全情報 より

2025年3月 No.220

2024年に提供した医療安全情報

2025年5月 No.222

カテコラミン製剤の持続投与の中断

2025年6月 No.223

2024年に報告書で取り上げた医療安
全情報

2025年7月 No.224

退院時の処方漏れによる内服の中断

2025年9月 No.226

定数配置薬からのアレルギーがある
薬剤の投与

2025年11月 No.228

粉砕調製された持参薬の過量与薬
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2025年3月 No.220
2024年に提供した医療安全
情報

⚫No.207 ACE阻害薬服用患
者に禁忌の血液浄化器の
使用

⚫No.209 中心静脈から投与
すべき輸液の末梢静脈から
の投与

⚫No.215 食事中止時のイン
スリン投与による低血糖

2026/2/2

医療事故情報収集等事業．医療安全情報．
2025年3月 No.220．2024年に提供した医療安全情報
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_220.pdf



日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.207:ACE阻害薬服用患者に禁忌の血液浄化器の使用
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_207.pdf

医薬品医療機器総合機構 PMDA医療安全情報
No. 68：ACE阻害薬服用患者の血液浄化時の注意について
https://www.pmda.go.jp/files/000266452.pdf



日本医療機能評価機構 医療安全情報
No.209:中心静脈から投与すべき輸液の末梢静脈からの投与
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_209.pdf

医薬品医療機器総合機構 PMDA医療安全情報
No. 67：高カロリー輸液の投与経路に関する注意について
https://www.pmda.go.jp/files/000266169.pdf



2025年5月 No.222
カテコラミン製剤の持続投与
の中断

⚫近年、様々な医療機器が
病院情報システムに接続

⚫医薬品を投与するデバイ
スも

⚫確実なアラートの伝達

⚫アラート疲労対策
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医療事故情報収集等事業．医療安全情報
2025年5月 No.222．カテコラミン製剤の持続投与の中断
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_222.pdf



2025年6月 No.223
2024年に報告書で取り上げ
た医療安全情報

⚫No.158 2020年1月 

⚫徐放性製剤の粉砕投与

⚫No.171 2021年2月

⚫免疫抑制・化学療法による Ｂ型
肝炎ウイルスの再活性化
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医療事故情報収集等事業．医療安全情報
2025年6月 No.223．2024年に報告書で取り上げた医療安全情報
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_223.pdf



2025年7月 No.224
退院時の処方漏れによる
内服の中断

⚫入院時の薬、入院中の薬、退

院時の薬それぞれ分かるか

⚫治療計画、処方計画、患者へ

の医薬品供給、服薬の手順
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医療事故情報収集等事業．医療安全情報
2025年7月 No.224．退院時の処方漏れによる内服の中断
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_224.pdf



2025年9月 No.226
定数配置薬からのアレルギ
ーがある薬剤の投与

⚫口頭指示による投与

⚫情報システムでは無理？

⚫電子カルテは、計画・予定の

記録？それとも実施の記録？

実施時の記録・確認
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医療事故情報収集等事業．医療安全情報
2025年9月 No.226．定数配置薬からのアレルギーがある薬剤の投与
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_226.pdf



2025年11月 No.228
粉砕調製された持参薬の
過量与薬

⚫分包紙への薬品名記載

⚫今回は持参薬

⚫院内でも同様のことが？？

⚫調剤結果が記録・確認できる

か
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医療事故情報収集等事業．医療安全情報
2025年11月 No.228．粉砕調製された持参薬の過量与薬
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_228.pdf



13

計数による調剤、計量による調剤

炭酸水素ナトリウム 3g（１日）
1日3回 朝昼夕食後 2日分

単シロップ  10ｍL（１日）
精製水（全量） 100ｍL（１日）

1日3回 朝昼夕食後 2日分

アンテベート軟膏10g 1本
ヘパリン類似物質油性クリーム0.3%25g 1本

1日1回 寝る前
混合

1回1包



分包紙への薬品名、用量の記載

薬品名をどう表示するか

分包紙の大きさ

どこまで表記する？

ポリスチレンスルホン酸
Ｃａ顆粒８９．２９％分包５．
６ｇ「●●」

用量をどう表記するか

製剤量・成分量

粉砕時は錠数？

1回2包服用する際は？
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本日のお話

◆医療安全と情報システム

◆薬剤関連のトピックス

◆医薬品バーコードの利活用

◆薬剤関連の標準化：用法について

◆薬剤関連のシステムのあるべき姿
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薬剤関連のトピックス

薬機法改正
後発医薬品
企業の再編

OTC類似薬

特定機能病
院の要件

e薬SCAN ®・
N-Bridge ®

2026/2/2
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厚生労働省．
医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関す
る法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第37号）の概要
https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001492021.pdf
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薬剤関連のトピックス

薬機法改正
後発医薬品
企業の再編

OTC類似薬

特定機能病
院の要件

e薬SCAN ®・
N-Bridge ®

2026/2/2
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厚生労働省．中央社会保険医療協議会 総会（第628回）．
令和７年11月19日（水）．総－１入院について（その６）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_66044.html
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厚生労働省．医療法等の一部を改正する法律の成立について（報告）
https://www.mhlw.go.jp/content/10801000/001606327.pdf



医療法等の一部を改正する法律案に対
する附帯決議

一 地域医療の確保と公平な医療へのアクセスの観点から、オンライン診療について、
時間、距離、対面診療の割合等について過剰な規制 を設けないこと。 

六 電子カルテ情報共有サービスの運用に伴う費用の負担について、サービスの普及
状況及び効果等を定期的に検証した上で、最低でも五 割程度の普及率に達するまで
の基盤整備期間中は、国において必要な財政支援を行うこと。

十 医療機関の業務における情報の電子化の実現に当たっては、官民データ活用推
進基本法第二条第四項に規定するクラウド・コンピュー ティング・サービス関連技術そ
の他の先端的な技術を活用すること。 
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薬剤関連のトピックス

薬機法改正
後発医薬品
企業の再編

OTC類似薬

特定機能病
院の要件

e薬SCAN ®・
N-Bridge ®
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e薬SCAN ®

◆電子版お薬手帳の内容を一旦預かる
仕組み

◆アプリのインストールのみで利用可能

◆各電子版お薬手帳アプリの「お薬の情
報を見せる」機能を活用
◆QRコードの表示

◆別のスマホ内にお薬の内容を一時お預
かり

◆預かり期間は7日間

26
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https://www.nichiyaku.or.jp/ekuscan/



N-Bridge ®

薬局の統合システム
◦ 処方箋ポータル

◦ 電子お薬手帳

◦ オンライン服薬指導

◦ 採用薬情報共有 など

日本薬剤師会が提供

詳細は未定のため、要確認
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https://www.nichiyaku.or.jp/n-bridge/

https://www.nichiyaku.or.jp/n-bridge/
https://www.nichiyaku.or.jp/n-bridge/
https://www.nichiyaku.or.jp/n-bridge/


本日のお話

◆医療安全と情報システム

◆薬剤関連のトピックス

◆医薬品バーコードの利活用

◆薬剤関連の標準化：用法について

◆薬剤関連のシステムのあるべき姿
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医薬品，医療機器等の製品
データベースへの登録義務化， 
バーコードの活用について

「経済財政運営と改革の基本方針2024」で、
製品データベースへの登録義務化の指示

バーコードを活用した添付文書情報等の閲覧
（「添文ナビ」）

医療安全の更なる向上，トレーサビリティの確
保，物流DXの促進などが期待

商品コードを含む各 コードの関係性を整理す
ることで，医療情報の二次利用の促進も

2026/2/2PMDA．医薬品・医療機器等安全性情報．No421

https://www.pmda.go.jp/files/000276332.pdf#page=3



医療用医薬品バーコードの活用状況
（日病薬・厚労科研データより）

57.1% 60.8%
83.2% 81.9%

42.9% 39.2%
16.8% 18.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2013 2014 2020 2021

利用している 利用していない

回答数 3786件 3788件 386件 1444件



調剤ログ

誰が

いつ

新たな
知見

何を

日時 担当者ID 担当者 薬品コード 薬品名 結果

2025/11/9
10：30：42

A005 池田和之 049873501
42689

ソルデム
500ｍL

NG

2025/11/9
10：31：15

A005 池田和之 049873500
88727

ソルデム
200ｍL

OK

医薬品の安全な取り揃えが可能になるとともに
これまで取得できなかった情報も取得可能に

・作業時間の把握
・作業者ごとの業務量の把握
・エラーの発生率…・



厚生労働科学研究成果データベース.医療機関等におけるより高度な医
療安全のためのバーコードの活用に関する研究.舟越良寛
https://mhlw-grants.niph.go.jp/project/171547



医療機関等における医療用医薬品バーコー
ドの利活用均てん化に関する研究

（１）GS1コードを活用した医療安全、院内事務効率化に係る定量的エビデンスの構築

・調剤システムベンダ等に対するログフォーマットの調査と標準の策定
・標準ログを抽出するシステムの構築
・各施設からの標準ログの集積およびエビデンスの構築

（２）電子カルテ等に紐づく汎用システムにおけるGS１-コード活用のための要件定義

・GS1コードを活用するシステムの情報収集
・GS1コードを活用するための活用シナリオおよび汎用的なシステムの機能要件の定義
・GS１コードを活用するためのデータフォーマットの要件定義

（３）取組の均てん化のための教育コンテンツの作成とウェブセミナーの実施

・GS1コード関連の教育状況の調査
・教育コンテンツの検討および作成
・ウェブセミナーの開催



標準ピッキングバーコード照合ログ
標準的に生かすために

◦標準ピッキングバーコード照合ログ_CSVファイルレイアウト定義を策定
中

◦調剤機器ベンダに本フォーマットに基づくログデータの抽出を依頼

標準ピッキングログにより

◦施設を超えて、医薬品包装に関する注意喚起も
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日本病院薬剤師会．医薬品の安全管理に関する留意点について
（誤ったバーコード情報の表示）https://www.jshp.or.jp/content/2025/0926-1.html



薬剤部門しか取得できない情報は？

疑義照会による処方変更
◦ 用法・用量・日数

◦ コメント（患者への伝達事項）

実施に患者に渡した医薬品の情報
◦ 医薬品の商品名（GTIN）、ロット（有効期限）

医薬品バーコードを用いた業務
◦ 調剤ログ：GTIN、ロット

いつ・だれが・なにを
◦ これまで知りえなかった情報が取得

• 次回の処方検討

• 供給・管理

• 保険償還

• トレーサビリティ

• 規制薬品の確認

• 公衆衛生

• 偽造医薬品の検出

• 有害事象の確認



医薬品バーコードの利活用均てん化に向けて（私見）
中小の医療機関での利活用促進
◦ バーコードの利活用に伴う副次効果

利用者の理解促進
◦ システムへの理解

利活用できるシステム
◦ 効率的な連携
◦ 払い出し時にのみわかる情報：ロット

利活用できるマスタ
◦ GTIN、薬品名
◦ 目的を明確に、冗長性を回避

医薬品バーコードの表示
◦ 医薬品バーコードの表示から20年
◦ 世界標準を見据えた改訂：DataMatrix、商品コード符号、治験薬



本日のお話

◆医療安全と情報システム

◆薬剤関連のトピックス

◆医薬品バーコードの利活用

◆薬剤関連の標準化：用法について

◆薬剤関連のシステムのあるべき姿
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処方・注射オーダ標準用法規格

「内服薬処方せんの記載方法の在り方に
関する検討会報告書」（2010年1月、厚生
労働省医政局総務課医療安全推進室）
◦ 「服用回数、服用のタイミングに関する標準用
法マスタ」の使用、 整備に関する記載

標準用法用語集
◦ 日本薬剤師会と日本病院薬剤師会にて作成

用法のコード化
◦ 標準用法用語を対象に、医療情報システム実
装のためのコ ード化を日本医療情報学会が
作成

2012/2/16

• 「処方・注射オーダ標
準用法規格」日本医療
情報学会理事会承認

2016/03/18

• HELICS協議会へ標準
規格として申請、
2016/09/09に承認

2018/05/21

• 厚生労働省標準規格
に認定



HS027処方・注射オーダ標準用法規格

◆1 日内での服用タイミングや投与
回数、服用方法の記述方法が対象

◆補足用法コードとして、スケジュー
ル用法、不均等投与を表現

◆本規格は標準用法用語集に収載
されている用法と用語だけを対象

◆本仕様独自の変更や追加は行わ
ない

日本医療情報学会 標準規格および関連資料
https://www.jami.jp/jamistd/standards/



表１４：時間的要素・機器区分

ワンショット １

点滴 ２

持続投与 ３

持続投与（輸液ポンプ使用） ４

精密持続投与（シリンジポンプ使用） ５

表１５：実施環境・施行者区分

医療機関・医療従事者 １

医療機関・自己 ２

在宅・医療従事者 ３

在宅・自己 ４

• 16桁のコード
• 1日の中のタイミングを記述

日本医療情報学会.標準規格および関連資料.JAMI標準（JAMISDP01）：処方・注射オーダ標準用法規格（2024年3月1日版）（理事会承認
日：2012年2月16日）.[https://www.jami.jp/jamistd/standards/] (cited 2024-Mar-21)

処方・注射オーダ標準用法規格



用法課題検討WGの取り組み

用語の再
検討

規格の
再検討

厚労省
への意

見

日本薬剤師会・
日本病院薬剤師会

日本医療情報学会

日本医療情報学会



用法用語に関する検討
標準用法用語に追加をお願いしたいもの

1.3 1日回数と服用時刻を明示した内服用法（時
刻指定型Ⅰ）
1.4 1日回数とイベントを明示した内服用法（時
刻指定型Ⅱ）
2.1 生活リズムを基本とする外用用法
2.2 1日回数だけを明示した外用用法

使用停止（禁止）いただきたい標準用法用語

1.6 頓用型の内服用法
血圧上昇時○○mHg以上 （注２）など

2.4 頓用型の外用用法
血圧上昇時○○mHg以上 （注２）など



処方・注射標準用法規格の改訂

電子処方箋用法等や現実世界の運用を考慮し、内服および外用
の回数を拡張 
「口腔内塗布」について外用用法での利用を考慮 
本規格でコード化できない場合の取り扱いについて、１３章に追記 

１３．本規格でコード化できない場合の取り扱い 
本規格の適用が困難な場合は、実務上の意味を損なわないよう配
慮しつつ、別途適用ガイド等を作成すること。作成する際には日本医
療情報学会標準策定・維持管理部会に相談すること。 

電子処方箋管理サービスでは、本項目に従い
「処方・注射オーダ標準用法規格 電子処方箋

用法適用ガイド」を作成し運用



処方・注射オーダ標準用法規
格 電子処方箋用法適用ガイド

⚫電子処方箋管理サービスででは標準用法規格に合致し
た用法コードを用いる。

⚫電子処方箋の発行時にやむを得ず利用可能な用法用
語がない場合に備え例外的に設定した。

⚫これに基づき、電子処方箋管理サービスで用いる用法
マスタを作成・公開する。 

⚫本ガイドは、電子処方箋管理サービスの標準用法規格
の適用を補完するものであり、標準用法規格と一体的に
利用すること。

⚫また、採番規則を拡張して例外を認めるものではない。



電子処方箋用の用法
マスタに関する意見書
日本医療情報学会では、医療情報の標準化に向
け様々な規格に策定や維持管理実施

2012年に処方・注射オーダ標準用法規格として公
開。

HS027処方・注射オーダ標準用法規格として厚生
労働省標準規格に認められている。

一方、電子処方箋用の用法マスタが存在し、一部
は標準用法規格を参考とするものの標準用法規
格の一部改変や標準用法規格に類似した全く異
なるコードが附番されている。

2023年5月1日に電子処方箋の用法マスタに関す
る提言として本会より提言を発出しているが、その
改善が見られない。

今後の医療情報の利活用の推進のため、医療情
報の標準化を進めるため意見書を提出
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日本病院薬剤師会．電子処方箋に関連するマスタの見直しについて
（ダミーコード廃止、単位換算の必須化、用法新旧マスタ切替と移行期間）
https://www.jshp.or.jp/content/2025/0722-1.html



日本病院薬剤師会
電子処方箋に関連するマスタの見直しについて
（ダミーコード廃止、単位換算の必須化、用法新旧マスタ切替と移行期間）

1. ダミーコード登録できない仕様について【令和７年８月下旬から】
医薬品および、インスリンの針などの特定器材については、ダミーコードで電子処方箋管理サービスには登録がで
きなくなります。
特定器材には標準コードとしてレセプト電算コードを設定する必要があります。

2. 単位換算の必須化について【期限なし：システムベンダー対応】
医師の処方について安全対策上、薬価基準の単位変換レコードを利用した運用がなされている医療機関において
は電子処方箋管理サービスで「任意登録」でしたが「必須登録」対応方針です。システム管理担当者およびシステ
ムベンダー担当者にご確認ください。

3. 用法マスタの切替について【周知期間：令和７年７月～令和７年１０月末】
・薬局：用法新マスタ受入開始【準備期間：令和７年１１月まで】
・医療機関：用法新マスタへの切替対応【切替期間：令和７年１１月～令和８年７月末】
標準用法コードと電子処方箋用法コードの差異については、電子処方箋のモデル事業から課題として、日本薬剤
師会、厚生労働省と医療情報学会と共に協議を重ねてきました。今般、その是正とられた措置になります。

2026/2/2



2026/2/2

厚生労働省．
電子処方箋の用法マスタ改訂にかかる概要資料
https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/00

1510229.pdf



本日のお話

◆医療安全と情報システム

◆薬剤関連のトピックス

◆医薬品バーコードの利活用

◆薬剤関連の標準化：用法について

◆薬剤関連のシステムのあるべき姿

2026/2/2



医療DXのこれから
医療DXとは、保健・医療・介護の各段階（疾病の発症予防、受診、診察・治療・

薬剤処方、診断書等の作成、診療報酬の請求、医療介護の連携によるケア、地
域医療連携、研究開発など）において発生する情報やデータを、全体最適された
基盤（クラウドなど）を通して、保健・医療や介護関係者の業務やシステム、デー
タ保存の外部化・共通化・標準化を図り、国民自身の予防を促進し、より良質な
医療やケアを受けられるように、社会や生活の形を変えることです。
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• オンライン資格確認等システム
• 電子処方箋管理サービス
• 電子カルテ情報共有サービス
• 標準型電子カルテシステム
• 診療報酬改定DX ・・・・
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医療DXの
これから

◆医薬品・用法・単位

◆医薬品バーコード

◆OTC医薬品

◆副作用・アレルギー
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サーバーセキュリティ対策

個人情報の漏洩

◦ランサムウェアによる脅迫

◦不注意による漏洩

業務の停止

◦手書き対応

◦業務の遅延



医療者よりAIが共感力が高い！？

Third-party evaluators perceive AI 

as more compassionate than 

expert humans

（第三者の評価者は、AIを専門家で

ある人間よりも思いやりがあると感

じている）

Ovsyannikova, D., de Mello, V.O. & Inzlicht, M. 
Third-party evaluators perceive AI as more 
compassionate than expert humans. Commun 
Psychol 3, 4 (2025). 
https://doi.org/10.1038/s44271-024-00182-6



AIと薬剤師

将来 サマリ作成の自動化

かかりつけ薬剤師からのオンライン指導

近未来 正しい指導・記録の確認

医療専門職として記録の責任

未来 働かない人類

対決か連携か、支配か共生か



処方 調剤 服薬

ロキソニン錠60ｍｇ 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

ロキソプロフェンNa錠60mg

「○○」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

ロキソプロフェンNa錠60mg

「○○」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

医科
レセ
プト

支払基金（レセプト）

電子処方箋管理サービス

調剤
結果

電子
処方
箋

YJコード・標準用法
調剤
レセ
プト

レセプト電算コー
ド

（薬品・用法）

先発医薬品・一般名 後先発医薬品…

電子版お薬手帳

レセプト電算
コード
（薬品）

電子
版お
薬手
帳QR

薬品：ｺｰﾄﾞなし,ﾚｾ電ｺｰﾄﾞ,厚労省
ｺｰﾄﾞ,YJ ｺｰﾄﾞ,HOT ｺｰﾄﾞ 
用法：ｺｰﾄﾞなし,JAMI 用法ｺｰﾄﾞ,そ
の他



処方（治療計画） 調剤 服薬

ロキソプロフェンNa 120㎎
1日2回
2025年3月末まで継続

（詳細は薬剤師と相談）

ロキソプロフェンNa錠60mg

「○○」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

（28錠入り1瓶）

ロキソプロフェンNa錠60mg

「○○」 2錠
1日2回朝・夕食後 14日分

支払基金（レセプト）

国民医薬品リスト
（治療計画/購入リスト）

調剤
結果

電子
処方
箋 薬品：GS1コード（ロット）

用法：回数・用法

成分名・成分量
服用回数

医薬品特定（GS1）
服用タイミング

電子版お薬手帳

薬品：成分名・成分量
用法：回数（＋特記）

API連携

レセ電コード

流通状況確認



薬剤師のこれから

これまで見ることができなかった情報が見え

るように

デジタルの積極的な活用

様々な医療情報の処理する

患者からの正確な情報を記録する



ご静聴、ありがとうござ
いました。
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